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木
育
活
動
　
門
松
作
り
　
　
　
十
二
月
二
十
三
日

　『
自
分
た
ち
で
門

松
を
作
っ
て
み
よ

う
』
で
ス
タ
ー
ト
し

た
初
め
て
の
取
り
組

み
で
す
。竹
を
炙
り
、

ピ
カ
ピ
カ
に
な
る
よ

う
に
タ
オ
ル
で
拭
い

て
、
南
天
・
葉
牡
丹
・

千
両
を
挿
し
て
、
立

派
な
三
対
の
門
松
が

出
来
ま
し
た
。

（
以
上
、
主
幹
教
諭
　
下
窪
）

☆諏訪南方神社初詣☆
校区内にある諏訪南方
神社へ初詣に行きまし
た。鳥居をくぐってか
らの坂道は、大人でも
ヘトヘトになります
が、神社から見下ろす
景色は絶景です。疲れ
も癒されます！

　
五
歳
児
ク
ラ
ス

で
大
流
行
し
て
い

る
け
ん
玉
と
一
輪

車
。
ビ
ッ
ク
リ
す

る
ほ
ど
の
集
中
力

と
忍
耐
力
で
す
。

体
幹
や
バ
ラ
ン
ス

感
覚
を
養
い
、
脳

を
活
性
化
さ
せ
ま

す
。

2026 年１月７日

け
ん
玉
・
一
輪
車
ブ
ー
ム

こども園便り　御所こども園
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食
の
安
心
・
安
全

安
全
便
り

保
健
便
り

給
食
便
り

（
以
上
、
給
食
室
　
前
田
）

（
以
上
、
食
育
向
上
グ
ル
ー
プ
　
松
岡
）

（
以
上
、
看
護
師
　
兼
廣
）

（
以
上
、
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
　
大
山
）

噛
む
力

　
給
食
や
お
や
つ
の
時
間
に
は
、
よ
く
噛
む
よ

う
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
噛
む
こ
と
は
、
窒

息
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
あ
ご
や
口
の
中
の
筋

肉
の
発
達
を
促
し
ま
す
。発
音
が
し
や
す
く
な
っ

た
り
、
表
情
が
豊
か
に
な
っ
た
り
す
る
ほ
か
、

肥
満
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
給
食
で
は
『
か
じ
り
取
る
』、
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊

び
で
は
『
吹
く
』
動
き
を
取
り
入
れ
、
日
々
の

遊
び
と
生
活
の
中
で
噛
む
力
を
育
て
て
い
ま
す
。

耳
の
健
康
に
つ
い
て

　
耳
は
『
音
を
聞
く
』『
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
』
働
き
を
し
ま
す
。
耳
の
不
調
は
気
づ
き

に
く
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
様
子

が
見
ら
れ
る
と
き
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
何
度
呼
び
か
け
て
も
反
応
し
な
い

・
テ
レ
ビ
の
音
量
を
普
段
よ
り
大
き
く
す
る

　
特
に
乳
幼
児
の
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

冬
の
避
難
に
備
え
よ
う

　
冬
の
寒
い
日
に
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
、
何
を
準
備
し
ま
す
か
？
防
寒
着
（
ダ
ウ
ン

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
手
袋
、
マ
フ
ラ
ー
、
帽
子
な
ど
）

を
着
用
し
、
カ
イ
ロ
や
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
な

ど
で
寒
さ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
当
園
で
は
、
毛

布
や
防
寒
シ
ー
ト
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
や
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー

ト
も
準
備
し
、
寒
い
日
の
避
難
時
に
も
温
か
い

食
事
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

七
草
粥
　
　
　
一
月
七
日

　
七
草
粥
は
、
一
年
の
無
病
息
災
と
長
寿
を
願

う
行
事
食
で
す
。
七
草
（
は
こ
べ
ら
・
す
ず
な
・

す
ず
し
ろ
・
な
ず
な
・
ほ
と
け
の
ざ
・
せ
り
・

ご
ぎ
ょ
う
）
に
加
え
、
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
や

す
い
よ
う
に
、
か
ま
ぼ
こ
や
さ
さ
み
も
入
れ
ま

し
た
。「
今
日
は
七
草
粥
が
一
番
お
い
し
か
っ

た
！
」
と
、
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
姿
に
作
る
側

も
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
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夏
休
み
・
冬
休
み
を
経
て
、
一
人
で
留
守
番
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
上
級
生
が
退
所
し
、
一
月

末
現
在
の
児
童
ク
ラ
ブ
在
籍
数
は
、
三
十
七
名
で

す
。
そ
の
う
ち
男
の
子
は
、
一
年
生
四
名
、
二
年

生
七
名
、
三
年
生
六
名
、
四
年
生
五
名
、
五
年
生

〇
名
、
六
年
生
一
名
の
計
二
十
三
名
で
、
全
体
の

約
三
分
の
二
を
占
め
ま
す
。
男
の
子
が
多
い
た

め
、
児
童
ク
ラ
ブ
は
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。

　
外
遊
び
を
好
む
活
発
な
子
ど
も
が
多
い
一
方

で
、
生
き
物
に
興
味
を
持
っ
て
熱
心
に
調
べ
る

子
や
、
機
械
に
興
味
が
あ
り
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
に

不
具
合
が
あ
る
と
嬉
々
と
し
て
分
解
し
よ
う
と
す

る
子
も
い
ま
す
。
好
奇
心
や
探
究
心
が
旺
盛
な
姿

を
頼
も
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
は
、
室

内
で
相
撲
の
よ
う
な
、
プ
ロ
レ
ス
の
よ
う
な
遊
び

を
楽
し
む
子
も
多
く
、
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る
場
面
も
あ

り
ま
す
。
安
全
に
遊
べ
る
よ
う
ル
ー
ル
を
確
認
し
、

危
険
が
な
い
範
囲
で
危
険
予
知
能
力
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
経
験
の
一
つ
と
し
て
見

守
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
の
び

の
び
と
過
ご
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　（
以
上
、
放
課
後
児
童
支
援
員
　
高
崎)

　
冬
休
み
は
、
恒
例
の
お
正
月
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
す
ご
ろ
く
、

福
笑
い
、
羽
つ
き
、
コ
マ
回
し
、

カ
ル
タ
、
け
ん
だ
ま
な
ど
、
い
く
つ

か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
全
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
遊
び
を
経
験
し
ま
し

た
。

　
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
普
段
な
か

な
か
遊
ぶ
こ
と
の
な
い
コ
マ
回
し

に
は
、
多
く
の
子
ど
も
が
苦
戦
し
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
四
年
生

の
男
の
子
が
と
て
も
上
手
に
コ
マ
を

回
し
、
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
る
技
ま
で

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
園

の
園
児
を
は
じ
め
、
み
ん
な
憧
れ
の

眼
差
し
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
聞

け
ば
、
一
年
生
の
頃
に
上
級
生
の
お

兄
さ
ん
た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
朝
か
ら
ず
っ
と
練
習
し
て
い
た

の
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
が
本
当
の
伝

承
遊
び
だ
な
あ
と
感
心
し
ま
し
た
。

異
年
齢
集
団
で
あ
る
児
童
ク
ラ
ブ
の

良
さ
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
生
か

せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

児童クラブ便り　児童クラブ未来

羽
ば
た
け
学
童
さ
ん
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記
者
　
堂
原
・
長
田
・
湯
之
口
・
一
氏
・
森
山
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今月のテーマ『願いを込めて』

午どしの干支リース　　　
子どもたちは折り紙が大好きで、日頃からさまざまな作品を作っています。その腕前は
なかなかのものです。今回は、干支の『午』を折りました。「馬は難しい！」と言いな
がらも「良い年になりますように」と、願いを込めて折る姿が見られました。

松ぼっくりのメッセージリース　　　　

松ぼっくりを半分にすると花のような形になり、そこにペイントをしました。「ありが
とうの気持ちが伝わるように、きれいな色にしようね」と友だちと相談しながら、絵の
具で丁寧に色を重ね、グラデーションをつけました。

書き初め　　　　　

お年始会は児童クラブの恒例行事です。子どもたちは新年の目標や抱負などを書いて、
一年のスタートを迎えます。さらに、日本の伝統行事である書き初めに挑戦しました。「は
らいがうまくできない」と言いながら、緊張した表情で取り組む姿が見られました。

児童クラブでは、エコ活動の一環として、自然物や廃材などを活用し
制作活動を定期的に行っています。また、ふれあい活動では、さまざ
まな材料を使い、季節に合わせた室内飾りなども製作しています。今
回は、今年の干支のリースやまつぼっくりのリース作り、書き初めの
様子などをご紹介します。　　　　　　　（放課後児童支援員　倉留）
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今月の コラム

身の回りのことに気づき、自ら行動しよう
とする姿は、子どもたちの成長を感じる瞬
間のひとつです。
掃除や片付けなど、日常の何気ない場面の
中にも、子どもなりの「やってみよう」「で
きるようになりたい」という気持ちが表れ
ています。そんな子どもたちの姿に目を向
けてみてはいかがでしょうか。

小さな変化に気づいてみませんか

子どもの小さな成長を見守る大切さ

毎日の生活の中で、子どもたちは本当にたくさんのことに挑戦しています。昨日はでき
なかったことに、今日は少しだけ手を伸ばしてみたり、うまくいかなくても、もう一度
やってみようとしたり…。忙しいと、つい目に入りやすいのは「まだできていないこと」
かもしれません。でも、ほんの少し立ち止まって見てみると、「ここまでできるように
なったんだな」と感じる場面が、きっと見つかります。その小さな変化に気づいてもら
えることが、子どもにとって大きな安心につながります。    

 「できたね」の一言が力になります
子どもは、大人に見てもらえていると感じることで、次の一歩を踏み出す勇気をもらい
ます。うまくいった結果だけでなく、頑張ろうとした気持ちや、途中まで取り組んだ姿に、

「がんばっていたね」「やってみたんだね」そんな一言を添えていただけたらと思います。
その言葉が、子どもの中に「またやってみよう」という気持ちを育てていきます。    

成長の途中にある 2 月です ２月は、次の学年や新しい生活を前に、
子どもたちの心が少し揺れやすい時期で
もあります。甘えが強くなったり、落ち
着かない様子が見られたりすることもあ
るかもしれません。そんな姿も、「ちゃ
んと育っている途中なんだな」と、あた
たかく受け止めていただけたら嬉しいで
す。どうぞこの時期は先を急がず、「こ
こまで来たね」と声をかけながら、子ど
もの歩みを一緒に見守っていただけたら
と思います。（以上、保育向上グループ）
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・手洗い：職員も手洗い、手指消毒を徹底して行っています。
・室内：整理整頓を心掛け、転倒・誤飲防止に努めています。
・午睡：各部屋に室温、湿度計があり、子どもたちが気持ちよくお
昼寝ができる環境を整えています。
0・1 歳児の子どもたちも、ハイハイからよちよち歩きへと成長し、
お着替えや靴を履くことも自分でしたがるなど、日々成長を見せ
ています。今日も、周りの大人に癒しを届けてくれるかわいらし
い子どもたちです。

0・1 歳児　冬のリスクについて

感染症のリスク

・冬はウイルスが活発になり、免疫力の低い子どもは、風邪・インフルエンザ・RS ウ
イルス感染症・胃腸炎 ( ノロウイルス / ロタウイルス / 腸管アデノウイルスなど）にか
かりやすくなります。栄養のある食事を心がけ、ビタミンやミネラルが豊富な食材を取
り入れて、免疫力を高めましょう。
室内環境と体調管理のリスク

・空気が乾燥すると、喉や鼻の粘膜が乾燥し防御機能が低下しま
す。また、水分摂取量も減りがちなので、脱水にも注意しましょう。
・SIDS（乳児突然死症候群）は、統計的に冬に多い傾向が見受け
られます。過度な暖房や着せすぎが原因の可能性も指摘されてい
ます。エアコンなどで室温（18 ～ 23℃程度）と湿度（50 〜 60％）を適切に保ちましょう。
室内での事故のリスク

・室内で過ごす時間が増えるため、おもちゃや家具の配置によっては、転落・転倒のリ
スクが高まります。また、暖房器具（ストーブ）や加湿器の蒸気、熱い飲み物などによ
るやけど、小さなおもちゃの誤飲にも注意しましょう。
外遊びでのリスク

・マフラーやフード、長すぎる紐などは遊具に引っかかる危険性があります。動きやす
く安全な服装を選び、手袋やマフラーは外して遊ぶのが理想です。

（以上、リスクコントロールグループ）

御所こども園での対策
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保育園便り　 御所季の子保育園

　
寒
さ
の
厳
し
い
日

が
続
い
て
い
ま
す

が
、
園
庭
や
散
歩
先

で
は
、
冷
た
い
空
気

の
中
で
も
元
気
い
っ

ぱ
い
に
体
を
動
か
す

子
ど
も
た
ち
の
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。
手
袋

を
は
め
る
の
に
苦
戦
し
た
り
、
吐
く
息
が
白

く
な
る
こ
と
を
不
思
議
そ
う
に
眺
め
た
り
し

な
が
ら
、
冬
な
ら
で
は
の
発
見
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
年
度
の
ま
と
め
に
向
か
う
こ
の

時
期
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を

大
切
に
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
つ
き
大
会
　
　
　
十
二
月
二
十
七
日

　
祖
父
母
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、

餅
つ
き
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
園
内
は
に
ぎ

や
か
で
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
杵
を
振
る
う
様
子
に
歓
声
を
上
げ
、

つ
き
た
て
の
お
餅
が
で
き
あ
が
る
瞬
間
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
世
代
を
超
え
た
交
流
の

中
で
、
日
本
の
伝
統
行
事
に
触
れ
る
貴
重
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
以
上
、
保
育
士
　
稲
留
）

健
康
便
り

家
庭
で
の
嘔
吐
・
下
痢
の
対
処
法

　
季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を
崩
し

や
す
く
、
嘔
吐
や
下
痢
な
ど
の
症
状

が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お

子
さ
ん
の
様
子
を
よ
く
観
察
し
、
無

理
の
な
い
対
応
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
下
痢
を
し
た
と
き

　
便
の
状
態
（
色
・
固
さ
・
血
液
が
混
じ
っ
て
い
な
い

か
）を
確
認
し
ま
す
。可
能
で
あ
れ
ば
便
の
写
真
を
撮
っ

て
お
く
と
、
受
診
時
に
医
師
へ
状
況
を
伝
え
や
す
く
な

り
ま
す
。

■
吐
い
た
と
き

　
嘔
吐
物
が
喉
に
詰
ま
ら
な
い
よ
う
、
頭
と
体
を
横
向

き
に
し
て
寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。
口
の
周
り
を
清
潔
に
保

ち
、
嘔
吐
物
の
処
理
後
は
し
っ
か
り
と
手
洗
い
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　
受
診
す
る
際
は
、
体
温
・
顔
色
・
呼
吸
の
様
子
、
嘔

吐
や
下
痢
の
回
数
／
状
態
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
と
安

心
で
す
。
水
分
補
給
は
大
切
で
す
が
、
嘔
吐
や
下
痢
が

あ
る
と
き
は
一
度
に
た
く
さ
ん
飲
ま
せ
ず
、
経
口
補
水

液
な
ど
を
少
量
ず
つ
、
こ
ま
め
に
与
え
て
く
だ
さ
い
。

症
状
が
落
ち
着
く
ま
で
は
無
理
を
さ
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り

と
休
ま
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。（
以
上
、保
育
士
　
諸
隈
）  
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社会福祉法人　清豊福祉会

給
食
便
り

【
材
料
】（
五
人
分
）

□
合
い
挽
き
肉
…
…
…
…
…
一
八
〇
㌘

□
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
…
四
〇
㌘

□
玉
ね
ぎ
…
…
…
…
…
…
…
九
〇
㌘

□
卵
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
五
㌘

□
パ
ン
粉
…
…
…
…
…
…
…
二
〇
㌘

□
牛
乳
…
…
…
…
…
…
…
…
三
〇
㌘

□
塩
こ
し
ょ
う
…
…
…
…
…
少
々

□
ケ
チ
ャ
ッ
プ
…
…
…
…
…
三
〇
㌘

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
当
園
で
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
お
子
さ

ん
が
安
心
し
て
給
食
を
楽
し
め
る
よ
う
、
以
下
の
点
に

留
意
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

医
師
の
指
示
に
基
づ
く
対
応

・�

医
師
の
診
断
書
・
指
導
管
理
表
を
も
と
に
、
除
去
食
・

代
替
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
自
己
判
断
に
よ
る
除

去
・
解
除
は
行
わ
ず
、
必
ず
書
面
で
確
認
し
て
い
ま

す
。

調
理
・
配
膳
時
の
安
全
管
理

・�

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
は
、
使
用
す
る
食
材
や
調
理
器

具
を
分
け
て
調
理
し
て
い
ま
す
。
調
理
か
ら
配
膳
ま

で
複
数
の
職
員
で
内
容
確
認
を
行
い
、
誤
食
防
止
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
最
新
の
ア
レ
ル
ギ
ー
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、
新
年
度
開
始
前
に

指
導
管
理
表
の
ご
提
出
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
安
心
・
安
全
な
給

食
提
供
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
下
準
備
】

　
オ
ー
ブ
ン
を
二
〇
〇
度
に
予
熱
し
て
お
く

【
作
り
方
】

①�

玉
ね
ぎ
を
み
じ
ん
切
り
に
す
る

②�

ボ
ウ
ル
に
パ
ン
粉
と
牛
乳
を
入
れ
て
混
ぜ
、
合
い
挽

き
肉
、
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
、
玉
ね
ぎ
を
加
え
て

さ
ら
に
よ
く
混
ぜ
る

③�

型
に
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
を
敷
き
、
②
を
詰
め
る

④
③
を
オ
ー
ブ
ン
で
約
三
〇
分
焼
い
た
ら
完
成
　
　
　

一
月
の
献
立
よ
り
　
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ

（
以
上
、
栄
養
士
　
川
田
原
）
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寒
さ
の
厳
し
い
日
が
続
き
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気

い
っ
ぱ
い
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　
冷
た
い
風
の
中
に
も
、
柔
ら

か
な
日
差
し
を
少
し
ず
つ
感
じ

る
二
月
。
外
遊
び
の
際
に
「
芽

が
出
て
る
！
」
と
気
づ
い
た
子

ど
も
が
い
て
、
季
節
の
移
ろ
い

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ふ
わ
り

と
梅
の
花
の
香
り
を
楽
し
め
る

の
も
今
だ
け
。
ぜ
ひ
、
子
ど
も

と
春
を
探
し
に
公
園
へ
出
か
け

て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
体
調
を
崩
し
や
す
い
季
節
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

健
康
管
理
に
気
を
配
り
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
過

ご
せ
る
よ
う
見
守
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
島
）

Ｇは御所のＧ。Ｋは風の子のＫ。M は季の子、未来のＭ。
ここでは、各施設に関する様々な情報をお送りいたしま
す。

児童クラブには、現在 1 年生から 6 年生まで 37 名の子どもたちが在籍しています。
毎日学校から帰ると、宿題を済ませてからおやつを食べ、年齢に関係なく楽しそうに遊んでいます。
ここでは、そんな子どもたちが今夢中になっている遊びをご紹介します。

　
　
　
　

ダンス
グループで、タブレットの音楽に合わせてよく練習
しています。誕生会では、みんなに成果を披露して
くれます。なかなか本格的です。

　
　
　
　

鬼ごっこ
年齢に関係なく、逃げる子も追いかける子も笑顔
いっぱいです。思いやりを感じる場面も多く、順番
を譲り合う姿も見られます。

　
　
　
　

バレーボール
トスやレシーブのコツを少しずつつかみ、ボールを
つないでいます。違う方向へ飛んでしまうこともあ
りますが、だんだん慣れてきています。

　
　
　
　

ジェンガ
そっとブロックを抜くドキドキ感に、笑顔があふれ
ます。成功すると「やった！」と歓声が上がります。
集中力も育ちます。

日々の遊びや生活の中での小さな関わりが、子どもたちの大きな成長につながっています。AI 時代を生きる子
どもたちには、こうしたコミュニケーションや経験の中で育まれる協調性・主体性・創造性が大切だと言われて
います。これからも、子どもたちが安心して友だちと関われる場でありたいと思います。　　　( 広報グループ）
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